
振
武
館
剣
道
教
室
は
８
月

25
日
、
熊
本
市
西
区
松
尾
町

の
霊
巌
禅
寺
で
座
禅
会
を
行

い
ま
し
た
。

座
禅
を
す
る
こ
と
で
剣
禅

一
致
の
心
を
知
り
、
大
き
な

こ
と
に
直
面
し
て
も
た
じ
ろ

が
ず
、
悠
々
と
対
処
で
き
る

よ
う
無
心
の
境
地
に
な
る
方

法
を
学
ぼ
う
と
実
施
。

座
禅
会
に
は
振
武
館
で
剣

道
を
学
ぶ
教
室
生
と
保
護
者

計
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
勝
負
は
、
迷
い
や
欲
を
超

え
た
無
心
の
境
地
に
よ
っ
て

制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
心

に
迷
い
が
な
け
れ
ば
、
相
手

は
心
の
動
き
を
読
む
こ
と
が

で
き
ず
、
自
分
は
相
手
の
動

き
を
読
む
こ
と
が
で
き
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど

と
、
座
禅
の
効
用
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
ら
は
神
妙

な
面
も
ち
で
座
禅
を
体
験
し

ま
し
た
。

ま
た
、
寺
の
住
職
の
講
話

を
聴
き
、
霊
巌
洞
を
参
拝
し

た
後
、
洞
の
前
に
並
び
全
員

で
素
振
り
の
練
習
を
し
て
汗

を
流
し
ま
し
た
。

▼
振
武
館
は
開
館
85
周

年
の
記
念
行
事
と
し
て
今
年
、

県
内
３
カ
所
で
「
ち
び
っ
こ

剣
道
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

各
保
育
園
・
こ
ど
も
園
と
も
、

そ
れ
ぞ
れ
３
回
行
い
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
竹
刀

を
握
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た

の
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

上
達
。
礼
儀
作
法
も
ち
ゃ
ん

と
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
楽
し

そ
う
で
し
た
。
一
方
、
「
公

徳
杯
少
年
少
女
剣
道
大
会
」

で
は
、
低
学
年
の
部
に
多
く

の
チ
ー
ム
が
参
加
、
そ
の
レ

ベ
ル
は
高
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
幼
い
時
か
ら
武
道
に

親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

▼
振
武
館
で
は
「
節
電
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
冷
暖
房

や
照
明
な
ど
、
必
要
時
以
外

は
消
す
よ
う
に
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
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熊
本
高
校
の
同
窓
会
を

「
江
原
会
（
こ
う
げ
ん
か
い
）
」

と
言
い
ま
す
。
剣
道
部
の
Ｏ

Ｂ
会
は
、
そ
れ
に
ち
な
み

「
江
原
剣
友
会
」
で
す
。

剣
道
部
そ
の
も
の
の
歴
史

は
古
く
、
旧
制
熊
本
中
学
校

時
代
か
ら
あ
っ
た
の
で
す
が
、

正
式
に
Ｏ
Ｂ
会
組
織
と
し
て

発
足
し
た
の
は
昭
和
60
年
代

で
す
。
初
代
会
長
は
故
中
山

紀
雄
先
輩
で
現
在
は
２
代
目

の
野
口
愼
一
郎
先
輩
が
10
年

近
く
こ
の
会
を
引
っ
張
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

発
足
当
初
は
、
ま
ず
こ
の

会
で
試
合
に
出
よ
う
、
そ
の

た
め
に
は
夜
７
時
過
ぎ
か
ら

稽
古
会
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
月
１
回
金
曜
日

に
熊
本
高
校
の
武
道
場
で
稽

古
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
火
災
で
武
道
場

が
焼
失
し
ま
し
た
が
、
仮
設

武
道
場
や
、
現
在
の
体
育
館

内
に
あ
る
武
道
場
で
稽
古
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
隣
か
ら
の
苦
情
が
あ
り
、

母
校
で
の
稽
古
会
を
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
現
在
は
「
振
武

館
」
で
、
毎
月
第
２
と
第
４

金
曜
日
の
夜
７
時
半
か
ら
１

時
間
ほ
ど
、
竹
刀
を
交
え
汗

を
流
し
て
お
り
ま
す
。

稽
古
の
後
は
「
第
二
道
場
」

と
称
し
、
近
く
の
居
酒
屋
に

集
合
し
て
＝
写
真
、
剣
道
だ

け
で
な
く
、
時
に
は
政
治
や

人
生
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
す
。

江
原
剣
友
会田

ノ
上

輝

月２回 竹刀交え汗流す

利
用
団
体

紹
介

武
道
へ
の
一
文
字

振
武
館
の

つ
ぶ
や
き

不
審
者
に
襲
わ
れ
た
際
、
自

分
の
身
を
守
る
た
め
の
「
護
身

術
教
室
」
が
７
月
28
日
と
８
月

４
日
、
熊
本
市
中
央
区
上
通
町

の
振
武
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人
熊
本
公
徳
会
が

夏
休
み
に
毎
年
開
い
て
お
り
、

小
中
学
生
と
保
護
者
、
計
１
２

４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

指
導
を
し
た
の
は
、
振
武

館
の
荒
木
幸
二
・
道
場
師
範
、

川
邉
五
郎
・
剣
道
師
範
、
開
田

豊
喜
・
柔
道
師
範
の
３
人
。

ま
ず
荒
木
師
範
が
「
危
険
な

状
況
を
つ
く
ら
な
い
の
が
第
一
。

相
手
に
す
き
を
み
せ
ず
、
、
用

心
深
く
な
ろ
う
」
と
呼
び
掛
け
、

襲
わ
れ
た
ら
大
き
な
声
を
出
し
、

助
け
を
求
め
る
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
し
た
。

実
技
訓
練
で
は
ま
ず
、
け
が

を
し
な
い
た
め
の
受
け
身
を
練

習
。
引
き
続
き
、
相
手
が
突
い

て
き
た
時
の
さ
ば
き
方
、
手
を

つ
か
ま
れ
た
時
の
外
し
方
、
前

や
後
ろ
か
ら
抱
き
つ
か
れ
よ
う

と
し
た
り
、
首
を
絞
め
ら
れ
た

場
合
の
対
処
法
な
ど
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
親
子
ペ
ア
に
な
っ

て
何
度
も
練
習
。
「
難
し
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
い
ろ
ん

な
技
を
学
べ
て
良
か
っ
た
。
家

に
帰
っ
て
か
ら
も
や
っ
て
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

公
徳
杯
少
年
少
女
剣
道
大

会
が
10
月
８
日
、
熊
本
市
中

央
区
上
通
町
の
熊
本
公
徳
会

武
道
場
「
振
武
館
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

９
回
目
の
今
大
会
に
は
、

男
子
29
、
女
子
13
、
低
学
年

36
の
計
78
チ
ー
ム
、
約
３
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

男
子
（
５
人
制
）
は
、
決

勝
で
龍
驤
館
Ａ
が
承
道
館
Ａ

を
破
り
、
２
年
ぶ
り
７
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

３
位
は
北
部
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ
Ａ
と
順
道
館
Ａ
で
し
た
。

女
子
（
３
人
制
）
は
、
飽

田
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
３
連

覇
。
２
位
は
玄
武
館
少
年
剣

道
ク
ラ
ブ
、
３
位
は
小
島
剣

友
会
と
順
道
館
Ａ
。

低
学
年
（
３
人
制
）
は
、

日
本
道
場
が
初
優
勝
し
、
２

位
は
玄
武
館
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ
Ａ
、
３
位
は
白
坪
剣
道
愛

育
会
Ａ
と
順
道
館
Ｂ
で
し
た
。

会
場
に
は
、
朝
早
く
か
ら

多
く
の
保
護
者
や
友
人
ら
が

応
援
に
駆
け
つ
け
、
選
手
た

ち
は
盛
ん
な
声
援
を
受
け
熱

戦
を
展
開
。
終
日
、
元
気
な

（
北
山
凛
桜
、
上
田
菜
々
美
、

吉
田
和
眞
、
林
優
大
、
河
野

悠
斗
）

（
柴
垣
光
結
、
木
村
愛
葵
、

厚
地
華
愛
）

（
本
田
道
也
、
吉
松
龍
伸
、

宮
村
颯
那
）

優
勝
チ
ー
ム

第
９
回
公
徳
杯
少
年
少
女
剣
道
大
会

◆
男
子
の
部

◆
女
子
の
部

◆
低
学
年
の
部

自分の身を守る技学ぶ

振武館で「護身術教室」

男
子

龍
驤
館
、
７
度
目
ｖ

女
子

飽
田
ク
が
３
連
覇

手
首
を
握
ら
れ
た
際
の
、
さ
ば
き
方
を
教
わ

る
子
ど
も
た
ち
（
７
月
28
日
）

肩
を
つ
か
ま
れ
た
時
、
け
り
を
入
れ
る
練
習
を

す
る
参
加
者
（
８
月
４
日
）

掛
け
声
が
館
内
に
響
き
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結

果
は
次
の
通
り
。

【
男
子
の
部
】
▽
１
回
戦

龍
驤
館
Ａ
２
ー
１
玄
武
館
少

年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ
、
承
道
館

Ａ
２
ー
１
東
部
剣
友
会
、
北

部
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ
４
ー

０
尾
ノ
上
剣
友
会
▽
準
々
決

勝

龍
驤
館
Ａ
１
（
本
数
）

１
白
坪
剣
道
愛
育
会
、
順
道

館
Ａ
４
ー
１
振
武
館
、
承
道

館
Ａ
１
ー
０
天
明
剣
道
ク
ラ

ブ
、
北
部
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

Ａ
３
ー
０
東
武
館
▽
準
決
勝

龍
驤
館
Ａ
２
（
本
数
）
２
順

道
館
Ａ
、
承
道
館
Ａ
２
ー
０

北
部
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ
▽

決
勝

龍
驤
館
Ａ
１
（
代
表
）

１
承
道
館
Ａ

【
女
子
の
部
】
▽
準
々
決
勝

飽
田
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
３
ー

０
城
南
町
少
年
剣
道
部
、
順

道
館
Ａ
２
ー
０
天
明
剣
道
ク

ラ
ブ
、
小
島
剣
友
会
１
ー
０

玄
武
館
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｂ
、

玄
武
館
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

１
ー
０
惠
土
館
▽
準
決
勝

飽
田
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
２
ー

１
順
道
館
Ａ
、
玄
武
館
少
年

剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ
２
ー
０
小
島

剣
友
会
▽
決
勝

飽
田
少
年

剣
道
ク
ラ
ブ
１
（
本
数
）
１

玄
武
館
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

【
低
学
年
の
部
】
▽
１
回
戦

龍
驤
館
Ａ
１
ー
０
天
明
剣
道

ク
ラ
ブ
Ａ
、
玄
武
館
少
年
剣

道
ク
ラ
ブ
Ａ
３
ー
０
順
道
館

Ａ
、
日
本
道
場
２
ー
１
東
武

館
、
順
道
館
Ｂ
１
ー
０
清
水

少
年
剣
道
会
Ａ
▽
準
々
決
勝

白
坪
剣
道
愛
育
会
Ａ
１
ー
０

龍
驤
館
Ａ
、
玄
武
館
少
年
剣

道
ク
ラ
ブ
Ａ
３
ー
０
白
坪
剣

道
愛
育
会
Ｂ
、
日
本
道
場
２

ー
１
飽
田
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

Ａ
、
順
道
館
Ｂ
３
ー
０
高
平

台
少
年
剣
友
会
▽
準
決
勝

玄
武
館
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

３
ー
０
白
坪
剣
道
愛
育
会
Ａ
、

日
本
道
場
１
ー
０
順
道
館
Ｂ

▽
決
勝

日
本
道
場
２
ー
１

玄
武
館
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

座
禅
会
を
開
催

無
心
の
境
地
に

振
武
館
剣
道
教
室

江原剣友会

低
学
年

日
本
道
場
に
初
栄
冠

盛んな声援のなか熱戦を展開する選手たち

龍
驤
館
Ａ

飽
田
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

日
本
道
場

神
妙
な
面
も
ち
で
座
禅
体
験

座
禅
の
後
、
霊
巌
洞
を
参
拝

し
心
身
と
も
す
っ
き
り


